
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                        

 

 

 

 

 

  

 
  

 

 
 
８月２日の構想案検討会、実践発表会たいへんお世話になりました。 

先生方全員の授業実践を見せていただいて、とても勉強になるとともに、いろいろが気付きもあ
りました。「１つの前提・２つの視点」の工夫といった内容面だけでなく、「まとめ方」についても
再考する必要があるな、と感じました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・・・ということで、先生方のお声をもとに、実践記録 

の共有のフォーマットを作成しました。これに沿って、 
８月２４日までに今回の実践発表を加筆・訂正してい 
ただくことになります。 
Ｔｅａｍｓに、共有のフォーマットと、古谷先生の実践の 

例があがっていますので参考にされてください。 
 
大きな流れとしては・・・ 
 ① 学年、教科、単元名 
 ② つぶやかせたい言葉（前提） 
 ③ 質の高いめあての設定（視点１） 
 ④ ゆさぶり発問・活動（視点２） 
 ⑤ 実際に児童がつぶやいた言葉 

（授業中・ノート等から） 
 ⑥ わたしのこだわりポイント 
    （本時や本単元の中で 【例】学習形態、教室掲示） 
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実践発表会 お世話になりました！ 

文字が多いよりも、写真を多く使って

あった方が、様子もよく分かるし 

見やすいですね！ 

１時間の中での「１つの前提・２つの

視点」でまとめた方が、より校内研の

取組が伝わるのでは･･･？ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

８月２１日の校内研で詳しくお知らせします。 

今のうちに少しずつ取り組まれてもいいかと思います。 

夏休み期間中ですが、よろしくお願いします！ 


